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１．計画策定にあたって 

 

子どもの読書活動は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かな

ものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないものであること

に鑑みて、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うこ

とができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進されなければなりません。 

国では、平成 13 年、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に進め、子

どもの健やかな成長に資することを目的とした「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成

13 年法律第 154 号。以下「推進法」という。）が施行され、子どもの読書活動の推進に関す

る基本理念や、４月 23 日を「子ども読書の日」とすることなどが定められるとともに、国や

地方公共団体の責務等についても明記されました。 

また、大阪府では、この推進法に基づき、「大阪府子ども読書活動推進計画」を平成 15 年

１月に、「第２次大阪府子ども読書活動推進計画」を平成 23 年３月に、「第３次大阪府子ども

読書活動推進計画」を平成 28 年３月に策定し、保護者への啓発や、市町村、学校等への支援、

子どもの読書活動に関わる人材の研修等さまざまな取組みが進められています。 

本町においても、国や府の推進計画をもとに全ての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所に

おいて自主的に読書活動を行うことができるよう「河南町子ども読書活動推進計画」（以下「町

読書計画」という。）を策定し、子どもの読書活動を総合的に推進していくこととします。 
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第 1 章 基本的な方針 

 

１．子どもの読書活動推進のための基本方針 

子どもの自主的な読書活動の重要性を踏まえ、すべての子どもが乳幼児期から発達段階に応

じて本と接し、本のおもしろさや楽しさに気づくことができるよう、第３次大阪府子ども読書

活動推進計画の基本方針と同様に以下の３つを基本方針として定めます。 

 

方針１ 社会全体による効果的な取組みの推進 

子どもの発達段階や生活の場所にあわせて、町、家庭、地域の読書活動ボランティア等が役

割分担をしながら、相互に情報交換等を行い、連携・協力して子どもの読書活動の推進に取り

組みます。 

 

方針２ 子どもが読書に親しむための機会の提供、読書環境の整備、人材の育成の推進 

子どもの発達段階に応じ、楽しむ、学ぶ、調べるなど多様な目的に応じた幅広い読書活動の

機会を提供し、子どもに読書の大切さや奥深さを伝えます。 

また、子どもの周りに読みたいと思う本がある環境の整備に努めるとともに、子どもの読書

活動を支える人材の確保・育成に努めます。 

 

方針３ 子どもの読書活動推進にかかる社会機運の醸成 

地域や学校等において、子どもの読書活動の魅力と重要性について広く普及・啓発し、子ど

もの読書活動を推進する機運の醸成を図ります。 

 

 

 

 

【基本方針】 

  全ての子どもが読書の楽しさと大切さを知り、自主的に読書活動を行うことが

できる環境整備に町全体で取り組みます。 
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２．対象 

町読書計画の対象は、おおむね１８歳以下の子どもと、子どもを取り巻く住民や団体とし

ます。 

 

３．計画実施期間 

  平成 30 年度から平成３4 年度までのおおむね５年間の取り組みとします。 
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第２章 子どもの読書環境の現状と課題 

 

１．乳幼児期における読書環境の現状と課題 

（１）健診時の取り組み 

① ブックスタート事業 

４か月健診実施時に、ブックスタート事業として、絵本２冊などをプレゼントしていま

す。また、健診に参加できなかった家庭には、後日保健師が訪問した際に届けるようにし、

すべての保護者に絵本を介して赤ちゃんとのふれあいの大切さを伝え、子育てを楽しんで

もらえるよう支援しています。 

 

② 健診での読書支援 

図書館では、１歳６か月児健診、３歳６か月児健診時に、絵本の読み聞かせの実施や、

おすすめ絵本リストを配布しています。また、健診の待ち時間やおやこ園来園時に親子で

自由に絵本を楽しめるよう、おやこ園に絵本コーナーを設置しています。 

<課題> 

・ 乳幼児健診の受診率は高く、ブックスタート事業をはじめ、各健診での読書活動の取り

組みは、大変効果的です。関係機関と連携し、より一層の充実が求められています。 

・ 絵本コーナーは、健診の待ち時間に利用されていますが、コーナーの維持管理、絵本の

充実が課題です。 

 

（２）保育園、こども園、おやこ園での取り組み 

① 保育園、こども園での取り組み 

保育園やこども園では、絵本コーナーなどを設置し、子どもたちが身近に本に接する

ことができるよう環境を整えています。また、保育においても、絵本の読み聞かせなど 
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を行い、常に子どもたちのまわりに魅力ある絵本がある工夫をしています。さらに、毎

月、こども園で購入する園児の絵本代の補助として１月２００円を助成しています。 

 

② おやこ園での取り組み 

未就園児を持つ保護者を対象に、育児相談の他、遊びや交流などを通じて、様々な子育

て支援事業を行うとともに、絵本コーナーの設置、読み聞かせの実施など絵本に親しむた

めの取り組みに努めています。 

<課題> 

・絵本や保護者向けの図書の充実が求められています。 

・子どもと保護者が、家庭でも絵本を楽しむことができる環境を整備することが重要です。 

 

２．小・中学生における読書環境の現状と課題 

① 学校図書館の資料の整備 

各校とも、学校図書館に必要な資料を整備し、児童・生徒の読書活動や調べ学習の推進

に努めています。国語の教科書で紹介されている本や課題図書などの話題性のある本をそ

ろえている学校もあります。 

 

② 読書活動 

「朝の読書」を行っている学校も多く、その取り組みは、たくさんの本との出会いの場、

読書の喜びを味わう場となっています。また、地域のボランティアや保護者による読み聞

かせを実施している学校や、自分の読書量がひと目でわかる読書カードを活用したり、た

くさん読書をした人を表彰したりして、児童・生徒の読書意欲を高める工夫をしています。 

 

③ 学校図書館の運営 

学校図書館の運営は、主に司書教諭（12 学級以上の小・中学校において、司書教諭を 
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発令）が担当しています。司書教諭などの学校図書館担当者は、クラス担任やその他の校

務を兼務しています。また、町では小中学校に司書を配置し、図書館資料を収集するとと

もに、読書会、資料展示会等を行っています。 

（参考）小中学校の図書蔵書状況                      （冊） 

校 名 25 年度末 26 年度末 27 年度末 28 年度末 ※標準冊数 達成状況 

白木小 5,779 6,013 5,983 6,169 6,040 102.1% 

河内小 5,796 4,722 4,142 4,396 9,160 48.0% 

中村小 5,122 5,557 5,557 5,809 6,040 96.2% 

近つ飛鳥小 6,971 7,239 7,635 7,899 9,560 82.6% 

町立中学校 15,866 16,281 16,619 14,676 11,680 125.7% 

※標準冊数とは学校図書館図書標準の定める冊数。 

④ かなん読書感想文コンクールの開催 

 読書の感動を文章に表現することを通して、作品に親しみ、作者の伝えたい気持ちを読

み取り、場面を想像する豊かな心を養うための読書感想文コンクールで、家庭において、

夏季休業期間における読書は、児童生徒に定着しており、表彰をうけることで、さらに読

書をしようという気持ちが高めています。 

【読書感想文ｺﾝｸｰﾙ応募人数】 

小学校                                  （人） 

 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 計 

H29 年度 145 122 150 137 119 136 809 

H28 年度 121 149 137 119 129 136 791 

H27 年度 149 133 114 133 142 142 813 

H26 年度 80 113 134 142 143 147 759 

H25 年度 112 130 141 140 149 148 820 
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中学校                 （人） 

 1 年 2 年 3 年 計 

H29 年度 129 137 ０ 266 

H28 年度 4 143 2 149 

H27 年度 141 142 28 311 

H26 年度 141 149 0 290 

H25 年度 150 156 0 306 

 

⑤ 家庭文庫に対し地域活動を支援 

町内にある唯一の家庭文庫（一須賀）では、週２日開室され、読み聞かせや月１回スト

リーテーリングが実施されています。 

    ※ ストリーテーリングとは、「耳からの読書」として話を目に見えるものを使わず言葉

だけで聞き手に伝えます。 

 

<課題> 

・利用者にあった図書の充実が課題です。  

・各施設は、図書館や学校などと連携し、取り組みの中に子どもと本をつなぐ活動を進め

ていく必要があります。  

・かなん読書感想文コンクールは平成８年度から継続しているコンクールをきっかけに、

自ら進んで本を読む習慣付けを引き続き醸成することが必要です。 

  

３．図書館での読書環境の現状と課題  

① 乳幼児期、学齢期への取り組み  

乳幼児には、絵本の読み聞かせ、絵本相談などを行っています。また、学齢期の子ども

には、各種行事の開催、ブックリストの作成、社会見学や職業体験学習の受け入れなどを 
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行っています。 さらに、小学校への巡回学級文庫及び保育園移動文庫の利用促進のため、

巡回学級文庫通信「おまめちゃん」を発行し、小学校児童の家庭に配布するとともに、小

中学校向け夏休み読書推進用「おすすめ１００＋３」たよりを発行し、児童等に配布して

子どもたちが興味を持つ本を提供できるようにしています。 

おまめちゃん                おすすめ１００＋３            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 障がいのある子どもへの取り組み  

障がいのある子どもや日本語を母語としない子ども等、支援の必要な子どもたちは、読 

書に親しむ機会が少なくなりがちであることから、人間形成や情操を養うために、子ども 

 

写真 
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のニーズや、興味・関心にあった多様な資料の収集、提供に努めています。  

 

③ 図書館資料の整備  

子どもが成長に応じた魅力的な資料に出会えるよう、キッズコーナーには、絵本、紙芝

居、読み物、知識の本などを配架しています。また、定期的に特集本コーナーの本を入れ

替え、季節感や話題性のある展示、貸出に努めています。  

 

④郷土資料コーナーの整備 

 地域の伝統と文化や地域の発展に尽くした先人の働きなどについて、人々の生活との関

連を踏まえて理解するとともに、調査活動、各種の具体的資料を通して、必要な情報を調

べまとめる技能を身に付けるようにしています。 

 

⑤ レファレンス（本の調査相談）、リクエスト、読書相談の実施  

利用者の求める情報や資料を探して提供しています。図書館にない資料は、新たに購入、

又は、他の図書館から借りるなどして提供しています。また、読書相談にも応じています。  

 

⑥ 広報啓発活動  

「子ども読書の日」や「こどもの読書週間」などに、各種事業を実施するとともに、行

事の情報について広報紙などを活用して発信しています。  

 

<課題>  

・ 各年齢に応じた幅広い資料の充実が求められています。  

・ 図書館内での直接的なサービスだけではなく、町内の関係機関、ボランティアなどとの

連携が必要です。  

・ より迅速でわかりやすい広報・啓発活動に取り組む必要があります。 
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第３章 子どもの読書活動推進のための具体的方策 

 

子どもが本と親しむようになるためには、まずは、本の楽しさや魅力と出合うことが大切です。

本 との良い出合いを繰り返すことによって読書習慣を育み、さらには自分の課題に応じて必要な

情報を 読み取り活用する力を身につけていくことが望まれます。 そこで子ども読書活動を推進

するための具体的な取組みを、以下の４つの項目に沿って推進します。 

  

・子どもが本と出合うために（きっかけづくり）  

・子どもが本と親しむために（本を読むことの習慣化） 

 ・子どもが目的に応じて読む力をつけ、本から学ぶために（読む力、考える力の育成） 

・子どもの読書環境づくりを支える人と体制をつくるために（人材育成、体制づくり） 

 

なお、取組みを進めるにあたっては、第２章 子どもの読書環境の現状と課題で記載した課題

を踏まえ、次の３つの視点を重視するものとします。  

 

・家庭、学校、地域、街なかで、乳幼児や児童への読み聞かせの機会の拡大  

・読書離れが進む中高生が、読みたいと思う魅力的な本と出合う機会の拡大  

・図書館司書、司書教諭及び学校司書を含めた教職員、子どもに関係する施設職員、保護者、 読

書活動ボランティア等の子どもの読書活動に関わる人材の確保及びスキル向上並びに支援人 

材同士で、相談・協力・連携できるネットワークづくり  
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１．子どもが本と出合うために 

（きっかけづくり） 

① ブックスタート事業の継続 

関係機関と連携・協力を深め、ブックスタート事業を今後も継続して実施し、子育て

支援と乳幼児の読書活動の推進に努めます。 

 

 ② 健診での読書支援の継続 

  関係機関と連携し、各健診や教室で読み聞かせを行い、保護者に絵本の楽しさや家庭

での読書の大切さを伝えるよう、広報啓発を行います。さらに、絵本コーナーの充実に

努めます。 

 

 ③ 保育園、こども園での取り組みの充実 

  職員は、読み聞かせや読書指導などの研鑽に努め、地域のボランティアや保護者など

の協力を得て、園での絵本の読み聞かせなどの活動の充実を図ります。 

また、絵本講座の開催や絵本だよりの発行など、絵本の楽しさを保護者にも知っても

らう取り組みを行います。 

さらに、定期的な絵本の貸出などを通じて、家庭での読書の習慣づくりをすすめます。

その他、引き続き毎月購入する園児の絵本代の補助を実施し絵本購入の保護者負担の軽

減を図ります。 

 

④ おやこ園での取り組みの充実 

保護者に読書の大切さを伝えるために、各行事の中で絵本の読み聞かせなどの活動を

充実します。さらに、絵本コーナーの充実に努めるとともに、絵本の貸し出しを行いま

す。 
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２．子どもが本と親しむために 

（本を読むことの習慣化） 

① 資料の充実、環境整備 

学校図書館の蔵書を補完し、子どもが興味を持つ本をタイムリーに提供できるよう、

町立図書館や府立図書館を経由した学校図書館との連携の強化に向けた検討を行います。

また、書架の配置や展示の工夫など、利用しやすく、居心地の良い環境づくりに努めま

す。 

 

    ② 読書の習慣づくり 

「朝の読書」や地域ボランティアや保護者などによる読み聞かせの継続、また、教職

員が協力して、子どもの学習活動や日々の読書指導の充実を図ります。さらに町内小中

学校において「朝ごはん・朝のあいさつ・朝の読書」を推進する「３つの朝運動」に取

り組みます。 

また、学校や図書館において読書手帳など読んだ本を記録したり目標として読書量を

設定する取り組みを実施します。 

さらに、図書館で本を多く読んだ児童の表彰を行い、児童の読書意欲を高めるように

努めます。 

 

 ③ 学校図書館の活性化 

教職員、保護者や地域ボランティアなどが、学校図書館を協力して運営できるように

するため、読書指導や学校図書運営の先進的な取組み事例などについて、教職員等に対

し情報提供を行います。 
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④ かなん読書感想文コンクールなどの継続 

     かなん読書感想文コンクールは継続して実施するとともに、子ども読書の日や読書週

間、夏休みなどの機会を生かし、啓発活動をするとともに、保護者に対しても、読書の

魅力や学校図書館の取り組みなどを発信するように努めます。 

 

⑤ 図書館における地域や施設での活動支援 

各地域や各施設でイベントの際に、子どもと本をつなぐ活動を取り入れるとともに、

各小学校への図書司書の派遣や図書の出張貸出などの連携事業を行います。 

 

 ３．子どもが目的に応じて読む力をつけ、本から学ぶために 

（読む力、考える力の育成） 

   ① 読書活動に対する子どもなどへの支援 

おはなし会や紙芝居会など、子どもと保護者がいっしょに楽しめる行事の拡充に努

め、子育てを支援します。また、読書に関心のない子どもにも、本に興味を持っても

らえるよう、行事などの充実を図ります。 

 

② 読書活動に障がいのある子どもへの支援 

子どものニーズや興味・関心に合った読書活動を支援するため、点字資料などの収

集、提供、及び広報に努めます。 

また、学校や関係機関などと連携して、支援が必要な子どもへ求められる資料が子

どもに届く方策を検討します。 

 

③ 図書館資料の充実、展示の工夫 

    図書館には、子どもの「知りたい」、「読みたい」という様々な興味、関心にこたえ

るため、各年齢に応じた資料の充実を図るとともに、利用しやすい棚の配置や展示な 
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どの工夫をします。 

    また、就学前の子どもや中高生など、対象年代に応じた閲覧コーナーの設置や、本

の魅力について、リーフレットや冊子などを用いて、子どもの発達段階に応じて手段を

工夫しながら、常に新しい情報を提供していきます。 

   

   ④ 子どもが目的に応じて本を選ぶための支援 

    児童・生徒が目的や課題に応じて本選びができるよう、担任や学校司書、司書教諭

等の教職員によるサポートを実施するとともに、図書館司書や学校司書、司書教諭の

レファレンス能力の向上を図ります。 

   

 ⑤ 連携、広報啓発 

    関係機関と連携し、図書館内だけでなく地域に出向く事業を拡充し、新たな利用の

促進を図るとともに、広報啓発に努めます。  

 

４．子どもの読書環境づくりを支える人と体制をつくるために 

（人材育成、体制づくり） 

    ① 子どもの読書活動の魅力と重要性に関する普及・啓発 

「子ども読書の日」や「子どもの読書週間」にあわせ、図書館で子ども向けのイベ

ントを計画するとともに、広く住民に、子どもが小さい頃から読書に親しむことの重

要性について啓発を行います。 

 

② 子ども読書活動を支援する人材の確保とスキル向上 

 図書館司書、学校図書館司書、司書教諭を対象とした研修を実施し、スキル向上に

努めます。 
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第４章 子どもの読書活動推進計画の推進のために 

  

１．推進体制の整備 

 この計画を推進するにあたり、関係機関、団体などで共通の理解、認識を持ち、その役割と

責任を分かち合って、協働することが重要です。また、定期的に計画の進捗状況の把握・点検、

情報交換をするとともに、必要に応じて各事業の再検討や調整を行います。  

 

２．財政上の措置など 

本計画に掲げられた取り組みを実施するため、財政上の措置を講ずるよう努めます。  

    また、国や大阪府に対しては、学校図書館の充実及び本計画推進に必要な財政上の措置を講

ずるよう働きかけていきます。  
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（参考）子どもの読書活動の推進に関する法律 （平成 13 年 12 月 12 日法律第 154 号）  

（目的）   

第１条  この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共

団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定める

ことにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子ど

もの健やかな成長に資することを目的とする。   

（基本理念）   

第２条  子ども（おおむね 18 歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉

を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身

に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる

機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための

環境の整備が推進されなければならない。   

（国の責務）   

第３条  国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の推

進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。   

（地方公共団体の責務）   

第４条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま

え、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。   

（事業者の努力）   

第５条  事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動

が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。   

（保護者の役割）   

第６条  父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的

な役割を果たすものとする。   
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（関係機関等との連携強化）   

第７条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、

学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努める

ものとする。   

（子ども読書活動推進基本計画）   

第８条  政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。）

を策定しなければならない。   

２  政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告する

とともに、公表しなければならない。   

３  前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。   

（都道府県子ども読書活動推進計画等）   

第９条  都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県におけ

る子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進

に関する施策についての計画（以下「 都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定す

るよう努めなければならない。   

２  市町村は、子ども読書活動推進基本計画（ 都道府県子ども読書活動推進計画が策定されてい

るときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とする

とともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村におけ

る子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計

画」という。）を策定するよう努めなければならない。   

３  都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計

画を策定したときは、これを公表しなければならない。   

４  前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更

について準用する。   
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（子ども読書の日）   

第 10 条  国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが

積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。   

２  子ども読書の日は、４月 23 日とする。   

３  国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけれ

ばならない。   

（財政上の措置等）   

第 11 条  国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な

財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。   

   附 則   

 この法律は、公布の日から施行する。 


